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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成20年12月25日(2008.12.25)

【公開番号】特開2007-144780(P2007-144780A)
【公開日】平成19年6月14日(2007.6.14)
【年通号数】公開・登録公報2007-022
【出願番号】特願2005-342142(P2005-342142)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/44     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   5/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/405    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ   3/00    　　　Ｍ
   Ｇ０６Ｔ   5/00    ２００Ａ
   Ｈ０４Ｎ   1/40    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成20年11月6日(2008.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面が第１の方向に駆動する潜像担持体と、振動する偏向ミラー面によって光源からの
光を前記第１の方向とほぼ直交する第２の方向に走査可能に構成され、前記光を前記潜像
担持体に照射して潜像を形成する潜像形成部と、前記潜像の現像を行う現像部とを備え、
　前記第１の方向にｎ個の画素（ｎは４以上の偶数）を有し且つ前記第２の方向にｍ個の
画素を有するｎ行ｍ列のｎ×ｍセルを前記潜像担持体に仮想的に配列するとともに、各セ
ル毎に該セルを構成する複数の画素のうちいずれの画素に対して潜像形成及び現像を行な
うかを、該セルに再現する階調値と前記複数の画素それぞれに対応する閾値を有するディ
ザマトリックスの数値とを対比することにより決定する画像処理部を備え、
　前記偏向ミラー面によって前記光を前記第２の方向及び前記第２の方向とは異なる方向
の複数の方向に走査して前記潜像を形成する手段と、
　前記画像処理部による決定結果に基づいて、前記セルを構成する複数画素のうち階調値
に応じた画素にのみ前記潜像形成部による潜像形成及び前記現像部による現像を行うこと
で階調再現を実行する手段とを備え、
　前記画像処理部は、
　前記セルの各画素に対応するように、ｎ×ｍ個の前記閾値を第１の方向に対応する行方
向にｎ個且つ第２の方向に対応する列方向にｍ個の行列状に配列して構成されるｎ行ｍ列
のｎ×ｍマトリックスである第１ディザマトリックスと、
　前記第１ディザマトリックスの前記ｎ×ｍ個の前記閾値の全てを前記行方向に奇数行だ
け循環的にシフトして構成されるｎ行ｍ列のｎ×ｍマトリックスである第２ディザマトリ
ックスとを有し、
　前記潜像担持体上における前記光の軌跡の略中心線である走査線の前記第２の方向にお
ける振幅中心より前記第２の方向側に位置する第１セルと前記第１ディザマトリックスと
を対比する一方、前記振幅中心より前記第２の方向とは異なる方向側に位置する第２セル
と前記第２ディザマトリックスとを対比することで、各セルを構成する複数の画素のうち
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いずれの画素に対して潜像形成及び現像を行うかを決定する
ことを特徴とする画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　この発明に係る画像形成装置は、上記目的を達成するために、表面が第１の方向に駆動
する潜像担持体と、振動する偏向ミラー面によって光源からの光を第１の方向とほぼ直交
する第２の方向に走査可能に構成され、光を潜像担持体に照射して潜像を形成する潜像形
成部と、潜像の現像を行う現像部とを備え、第１の方向にｎ個の画素（ｎは４以上の偶数
）を有し且つ第２の方向にｍ個の画素を有するｎ行ｍ列のｎ×ｍセルを潜像担持体に仮想
的に配列するとともに、各セル毎に該セルを構成する複数の画素のうちいずれの画素に対
して潜像形成及び現像を行なうかを、該セルに再現する階調値と複数の画素それぞれに対
応する閾値を有するディザマトリックスの数値とを対比することにより決定する画像処理
部を備え、偏向ミラー面によって光を第２の方向及び第２の方向とは異なる方向の複数の
方向に走査して潜像を形成する手段と、画像処理部による決定結果に基づいて、セルを構
成する複数画素のうち階調値に応じた画素にのみ潜像形成部による潜像形成及び現像部に
よる現像を行うことで階調再現を実行する手段とを備え、画像処理部は、セルの各画素に
対応するように、ｎ×ｍ個の閾値を第１の方向に対応する行方向にｎ個且つ第２の方向に
対応する列方向にｍ個の行列状に配列して構成されるｎ行ｍ列のｎ×ｍマトリックスであ
る第１ディザマトリックスと、第１ディザマトリックスのｎ×ｍ個の閾値の全てを行方向
に奇数行だけ循環的にシフトして構成されるｎ行ｍ列のｎ×ｍマトリックスである第２デ
ィザマトリックスとを有し、潜像担持体上における光の軌跡の略中心線である走査線の第
２の方向における振幅中心より第２の方向側に位置する第１セルと第１ディザマトリック
スとを対比する一方、振幅中心より第２の方向とは異なる方向側に位置する第２セルと第
２ディザマトリックスとを対比することで、各セルを構成する複数の画素のうちいずれの
画素に対して潜像形成及び現像を行うかを決定することを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　このように構成された発明では、潜像担持体表面に振動する偏向ミラー面によって光ビ
ームを、第２の方向（主走査方向）及び第２の方向とは異なる方向に往復走査させている
。さらに、該潜像担持体表面は第１の方向（副走査方向）に駆動されている。従って、潜
像担持体表面に対して走査線は図５に示す一点鎖線のようになる。ここで、図５は、走査
線と潜像担持体表面との関係を示す模式図である。まず、走査ピッチの副走査方向おける
変動に注目すると、図５の左端部及び右端部のいずれにおいても、狭い走査ピッチ（狭ピ
ッチ）と広い走査ピッチ（広ピッチ）とが交互に現れる。次に、走査ピッチの主走査方向
における変動に注目する。ここで、同図中の主走査方向に伸びる矢印Drに注目すると、同
図の左端部では広ピッチである走査ピッチが矢印Dr方向に進むに連れて狭くなっていき、
同図の右端部では狭ピッチとなる。したがって、例えば、副走査方向に４画素で主走査方
向に４画素の４×４セルを用いて中間調のトナー像を形成する場合、次に示すような画像
弊害が発生する場合がある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　これに対して本発明における画像処理部は、セルの各画素に対応するように、ｎ×ｍ個
の閾値を第１の方向に対応する行方向にｎ個且つ第２の方向に対応する列方向にｍ個の行
列状に配列して構成されるｎ行ｍ列のｎ×ｍマトリックスである第１ディザマトリックス
と、第１ディザマトリックスのｎ×ｍ個の閾値の全てを行方向に奇数行だけ循環的にシフ
トして構成されるｎ行ｍ列のｎ×ｍマトリックスである第２ディザマトリックスとを有し
ている。そして、潜像担持体上における光の軌跡の略中心線である走査線の第２の方向に
おける振幅中心より第２の方向側に位置する第１セルと第１ディザマトリックスとを対比
する一方、振幅中心より第２の方向とは異なる方向側に位置する第２セルと第２ディザマ
トリックスとを対比することで、各セルを構成する複数の画素のうちいずれの画素に対し
て潜像形成及び現像を行うかを決定する。つまり、図５において、振幅中心より左側と右
側で第１と第２ディザマトリックスを使い分けている。よって、図７を用いて上述したよ
うな、副走査方向におけるスポット潜像の重複程度が異なることに起因した、左端部と右
端部とでの微小ドット面積率の差を防止できる。したがって、同じ階調値を有するトナー
像を形成しようとしているにもかかわらず、左右それぞれに形成されるトナー像間で濃度
差ができるという画像弊害の発生を防止でき、良好な階調再現を実現できる。この理由に
ついて次に詳述する。
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